
パラレルワールドマップの解説

1. 多元次元世界（パラレルワールド）
この図では、複雑なネットワークとして描かれた多次元世界（パラレルワールド）があります。
それぞれの交差点や景色がある球体は異なるタイムラインや生命を象徴しています。これらは無
数の存在可能性を示しており、私たちの本質（源）がその完全性を表現し、存在の各側面を探求
する場です。

2. 光の道（転生）
図の中で光の道として描かれた線は、これらのパラレルワールド間を移動する私たちの源からの
探求の道を示しています。これは私たちが無限の可能性を探求し、体験を通じて自身の本質的な
完全性を表現するプロセスを象徴します。

3. 蝶（覚醒）
覚醒は、この図で蝶として描かれています。覚醒とは、私たちが自身の本質的な完全性を完全に
理解し、無限の可能性を包括的に受け入れる状態を指します。それは全てのパラレルワールド（多
元宇宙）の存在を認識し、それぞれが全体の一部として完全であるという理解を伴います。

覚醒は新たに獲得するものではなく、既に存在する完全な自己を思い出すプロセスです。この思
い出す行為は蝶の変容と再生を象徴し、私たちが自分自身の全体性と一体性を認識し、全てを包
括する意識に達する瞬間を表しています。

図中に複数の蝶が描かれているのは、覚醒が単一の瞬間だけでなく、私たちの生命の中で何度も
起こり得る連続的なプロセスを象徴しているためです。それぞれの蝶は、パラレルワールド（多
元宇宙）において私たちの本質が多様な経験と探求を通じて覚醒を達成していくさまを象徴して
います。

蝶は私たちが自己の内部で覚醒し、新たな意識の段階へと進化するプロセスを示しています。覚
醒は覚醒という概念の終わりであり、そこから本当の私、つまり真の自己がスタートします。

4. 転生と覚醒の関係性
この図は、転生と覚醒が密接に関連していることを示しています。転生は私たちの源が本質的な
完全性を表現し、無限の可能性を探求するプロセスを象徴し、覚醒はその結果としての洞察と理
解を象徴します。覚醒は、パラレルワールドを探求する源からの旅の終点であり、それは私たち
が自己の全体性と一体性を認識し、全てを包括する意識に達する瞬間です。
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